
塩っ子だより
－しっかり学習する子，思いやりを表せる子，強い心と体をもつ子－

【生活目標】 廊下は右側を歩こう
【保健目標】 規則正しい生活をしよう

【文責】 校長 阪田 真

アインシュタインは２０世紀最大の物理

学者と言われています。相対性理論という

言葉はよく耳にするものです。彼が重力波

を予測して１００年、その存在がアメリカ

で直接観測されたことで話題となりました。

そのアインシュタインが、次のように述

べています。

「何かを学ぶのに、自分で経験する以上に

いい方法はない」

経験や体験を通して身につけたり感じた

りしたことは、自分の血となり肉となりま

す。なすことによって学んだことは、確か

なものになります。

たとえば、運動会やフローティングスク

ール、修学旅行、あるいは校外学習や日頃

の授業での体験活動など、実際に体験した

ことや、直接、観たり触れたりした感動は

格別なものです。そして、体験をした後の

振り返りは、もっと大切です。ただの体験

に終わらせず、体験したことを言葉に書き

留めたり、友だちの前で発表したり説明し

たりすることで、体験の価値が自分のもの

になっていきます。この力は、これからの

生活にきっと役立つものと

なります。つまり、応用力、

活用力となるのです。

人が生きていくなかで、この応用力、活

用力はとても大切です。予想外の問題に

平成３０年 ５月 １日

出会ったときに解決していく力です。「人

生を生きる力」と言ってもよいかもしれま

せん。

子どもたちにも、今後様々な機会をとら

え、積極的に実際にやってみることを心が

けてほしいと思います。頭で考えるだけで

は気づかない、新しい自分の発見がきっと

あるはずです。

全国学力・学習状況調査実施

４月１７日（火）、「全国学力・学習状況

調査」が実施され、６年生１７名が取り組

みました。

文部科学省では、以前、次のような相

関関係を指摘しています。

○学習に対する関心・意欲・態度、

読書・学習時間、基本的生活習慣、

自尊感情・規範意識などの項目で、

肯定的な回答、または、その時間が

長いと回答した小中学生ほど、学力

との相関関係が高い。

○家庭での生活・学習習慣の学力との

関係等については、「家で学校の宿

をしている」「朝食を毎日食べてい

「学校に持っていくものを前日か、

その日の朝に確かめている」などの

生活・学習習慣に関する項目が学力

に影響が大きい。

あらためて、学校と家庭が連携を密にし、

子どもたちの「学習への興味・関心・意欲

を高めること」、また、「基本的な生活習慣

や学習習慣をつけること」の大切さが分か

ります。



日 曜 行 事

1 火 家庭訪問 あいさつ・交通指導

2 水 家庭訪問

3 木 憲法記念日
4 金 みどりの日
5 土 こどもの日
6 日
7 月 委員会活動

8 火

9 水 誕生日給食
10 木
11 金
12 土
13 日

14 月 １～４年遠足（ウッディパル）

15 火 学校安全の日 あいさつ・交通指導

16 水 修学旅行（６年）

17 木 修学旅行（６年）

18 金

19 土

20 日 奥びわ湖マラソン

21 月 クラブ活動

22 火 歯科検診 検尿２次検査

23 水 体力テスト

24 木

25 金 クリスタルプラザ見学（４年）

26 土 土曜授業 たてわりウォークラリー

27 日

28 月 職員研修により５校時で下校

29 火

30 水

31 木 広報しおつ発行予定

家庭や地域社会においてコミュニケーションが薄れ、社会全体のモラルや規範意識の低下が深刻な問題となっています。親子、友だち、地域のコミュニケーション、連帯感を高めるためにも、さわやかなあいさつが交わされる、そんな素敵な学校、地域にしていきたいものです。あいさつは互いに気持ちよくなるだけでなく、あいさつが交わされることにより、不審者による声かけなど、犯罪の起こりにくい地域づくりにつながるのではないでしょうか。朝、子どもたちが登校するのを迎えていますが、私が声をかける前に自分から進んであいさつができる子が増えてきました。また、会釈をして挨拶をする子もいてうれしいです。

「大切ないのち」を守るため

避難訓練・交通安全教室を実施しました

１３日 （金 ）に、 火災による避 難訓練 を行い まし た。地 震後の火災と いう想定です。「お（おさない）は（走らない ）し（ しゃ べらな い）も（もど らない）」を事前に確認し、迅速に避難することができました。２ ４ 日（火）に は 正 し い 歩 行 、 自 転車 の乗 り 方に 関 する 交通 安 全教 室を 行い まし た 。好 季 節と なり 、子ど も達 の活動範囲も広がります。交通事故や怪我・事件が多発する時期でもあります。学校では、安全に関する事前指導も行い、日常的にも指導をしています。ご家庭におかれましても「不審者・危険な箇所に近づかない」「交通ルールを守る」等、安全・安心に関する指導につきましては繰り返しご指導をよろしくお願いします。「自分の命を守るのは自分」であることを、繰り返し指導していきます。より見やすく充実したものとなるように、リニューアルをしました。ぜひご覧ください。以下のＵＲＬまたはＱＲコードからアクセスできます。http://www.shiotsu-es.nagahama.ed.jp/パソコンだけでなくスマートフォンや携帯からもご覧いただけます。


